





























































チ」 「重ネ書」等と注記した。3、本行の右傍に補入の語句は「右傍」と注記した。4、用例の引用は、以下の通りとした。ａ、自立語、付属語も原則として当該語のみを示 たが 文
脈を考慮してその前後をも掲げたものもある。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                
75　　　
ソ
上
レタカキ山フカキウミ
 ⃝
 ナンニヨノカタチトイヽナカラ
 ⃝
 コトニコノ
フク
ル
76　　　
キノウミヤマワ
 ⃝
 アメ
ツ
（重ネ書）
チヒラケシカミヨヽリ
 ⃝
 ニンカイ
入ハルシヨド
77　　　
ノ下
　
クニトカヤ
 ⃝
 シ
サシ事
カ
ソモ〳〵
ルニ（ミセケチ）インヤウ
　
アイワカレテ
 ⃝
 テンチニンノ
入下
サンサイ
78　　　
ヨリ
 ⃝
  イ
下
キトシイケル
　
モノトシテ
 ⃝
 ナンニヨノナサケ
　
モレモセヌ
 ⃝
 サ
79　　　
ウモク
　
ドシヤニ
　
イタルマテ
 ⃝
 セイヂヨクノタネ
　
ゾウヂヤウシテ
シンラマンサウマテ
80　　　
ハンフツヲナス
　
ミチトカヤ
 ⃝
 シカレハサウモク
　
コクトマテ（ミセケチ）
　
シントクナラス
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カミトナリシル
リシ
81　　　
トイ□事ナシ
 ⃝
 アクセマイ
メツチノ
　
フタハシラノカミトナリシ（ミセケチ）
 ⃝
 ヲノコロ
リテ（ミセケチ）
82　　　
シマト
　
申モ
モツ
  アワチノクニノコトソカシ
 ⃝
 ヲヨソカノシ
下
マ
　
ハシメテ
 ⃝
 ヲヽ
83　　　
ヤシマノクニヲツクリ
 ⃝
 キノクニ
　
イセシマ
　
ヒウカナラヒニ
 ⃝
 ヨツ
モ
ノツ
84　　　
カイカンヲ
　
ツクリイタス
 ⃝
 ニチジン
　
クワチジン
　
ヒルコ
入
ソサノヲト
85　　　
申シ（右傍）モ（虫損）
 ⃝
 ナンニヨ
　
インヤウノ
　
五キヤウヲ
　
ワカツ
　
タネトカヤ
 ⃝
 マコトニ
86　　　
カミノイマ
　
ホトケノムカシ
　
ヲモンミヨ
　
ミナコレ
　
ヲナシ
　
ミコヽロノ
 ⃝
 シハ
87　　　
ラクチリノヨニ
　
マシワリタマウ御メクミ（墨消）
　
チカイ
　
ナニカヘタテ
88　　　
モアルヘキヤ
 ⃝ 上
　
シ延
カレハ
　
カウヤノ大シトテ
入
 ⃝
 ニクシン
　
ソクフツノ
89　　　
イマニカワラヌ
　
御ミナリ
 ⃝
 ウキヨノ
　
サカノテンワウノ
入　　
エイカン
90　　　
ヲウケテ
　
マノアタリ
　
コンカウカイノ
　
大ニチト
　
アラワレ
91　　　
タマイシモ
　
シユジヤウサイドノ
　
ゴセウケン
　
マコトニ
　
ヒロキ
92　　　
チカイナルニ
 ⃝
 イカナレハ
　
ニヨニントテ
　
イトヽ
　
五シヤウノ
　
クモ
93　　　
キリヲ
　
ヤ入
ツノ
　
タニミネニ
　
ヘタテツヽ
　
ヲヤコヲ
　
タニモ
　
ミセシ
94　　　
トヤ
モツ
 ⃝
 ヨ延
シヤ（右傍）ソレトテモアラソワシ
　
コハル
レワ
　
スカタ
クル
モ
　
ゴ
下ランセヨ
下
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95　　　
ヲンナノ
　
ユ
入カヌ
　
カウヤサン
　
ヲトコワナニカ
　
クルシキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」 （第四紙）
96　　　
ヨ上
シトテモ
 ⃝
 ウキナモ
　
タヽスカルカヤノ
 ⃝
 イサミタレ
　
ナン（墨消）
　
イリテ
97　　
⃝カウヤニ
　
マイラン
　
〳〵
98　　　
ア
ホウシコトハ
ラセウシヤ
　
コレワ
　
アラケナク申サスワ
　
ジチウエ
　
ハシリイラ
ル
ウヘ
スシ
（ミセケチ）
99　　　
イレテワカナウマシ
　
カエレトヨヒ
ヒメヲウツヘシ
　
ヒメマルヒフスヘシ
　
メノトモ
　
トリ
ツキテ
　
ナキ
　
シツムヘシ
100　　　
トク〳〵クタレ
　
チカラナキ
　
タイハウテアルホトニ
　
カヤウニナサケナク
101　　　
アタラテワカナワヌ事ニテアル
　
日ノクレヌサキニ
　
トク〳〵カ
102　　　
エリ候ヘ
103　
　　
ナ
女二人クトキ
ウ〳〵イカニ御ヒシリ
　
マコトワ
　
モノクルイニテモ
　
サフラワス
　
コノ
104　　　
カウヤノヤマニ
　
チヽゴセンノマシマスヲ
　
タツネンタメニ
　
ヲトコノ
105　　　
スカタ
　
キハル
ヤウラ
シ
（ミセケチ）ンニナリテ イリタリ
　
タウジノ御ナワシラ
106　　　
ネトモ
　
モトワサヌキノクニ
　
タヽツノサエ
下モントノ
　
マタカウ（右傍）ヤウ
ニテ
 （重書）
107　　　
ノ御ヤトヲ
　
タシカニ
　
ヒトノ申シワ
 ⃝
 ヲ下
ナシハチスノ
　
エント
108　　　
タノム
　
レンケタニトヤランニ
　
スマセタマウト
　
キクモノヲ
 ⃝
 ヲリ
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109　　　
ヤクニ
　
サリテワ
　
申テタハセ給ヘトヨ
110　　　
フ
ホウシコトハ
シキヤナ
　
ヨソノコトカト
　
ヲモイタレハ
　
ミノウエナリケル
　
コトワイカニ
111　　　
コレコソタヽツノサエモンカ
　
カヤウニナレル
　
スカタナレ
112　　　
フ
ヒメ
シキヤ
　
チヽトキクヨリモ
　
タチカ
ア
（重書）カリツヽ
　
スカリツケハ
113　　　
ケ
ホウシ
ニキヤウランノミノヲトロエ
　
ソレトモシラテ
　
ウ下
チツルツエ
　
ナサ
114　　　
ケナシトナヲモイソトヨ
　
 　　
イヒメ
ヤナニトテサヤウニ
　
ヲモウヘキ
115　　　
ウチタマイツル
　
ツエ
ユ
ニエ
（ニ
墨消）コソ
　
ツヽマス御ナヲ申タレ
　
 　
ケホウシ
ニ〳〵
116　　　
タカイニ
　
ナノリツルモ
　
ツエノシタヨリ
　
ナケクユエ
　　
ナケカスワ
117　　　
チヽヲモ
　
ヨモタツネシ
　　
タツネスワ
　
ヲヤコト
　　
ヨモシラシ
118　　　
ケ同音
ニシカリテモ
　
ウタレテモ
　
イマアイミレハ
　
ヲヤノ
　
⃝
　
ツエ
119　　　
コソウレシカリケレ
 ⃝
 ミトセノスキシハルアキノ
　
月日カサ
120　　　
ナル
　
ホトヲヘテ
　
アワレ〳〵ト
　
ヲモイコノ
　
ヲモワス
　
ミヽエアウ
　　　　　　　　　　
」 （第五紙）
121　　　
事モ
　
大ジ
　
大
入シノ御チカイ
　
ケニアリカタキ
　
タカノ山
　
チヽ
122　　　
ニアウコソ
　
ウレシケレ
　
〳〵
123　　　 　　
應永卅一年正月十八日
　　　　　　　　　　　
世書
　　　　　　　　　　　　　
」 （第六紙）
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本文語彙索引
あ
あがる（上）→たちあがる
あき（秋）→はるあき
あさのころも（麻衣）
アサノコロモ	 66
あさまし（浅）
アサマシキ	 66
あさもよひ（朝催）
アサモヨイ	 47
あたり（当）→まのあたり
あたり（辺）
アタリ	 8
あたる（当）
アタラ	 101
あと（跡）
アト	 44
あはぢのくに（淡路国）
アワチノクニ	 82
あはれ（哀）
アワレ	 120
く（アワレ）	 120
あはれなり（哀）
アワレナレ	 46
あひだ（間）
アイタ	 30
あひみる（逢見）
アイミレ	 118
あひわかる（相別）
アイワカレ	 77
あふ（逢）
アウ（終止形）	 3
アウ（連体形）	 120・122
く（アウ）（終止形）	 3
く（アウ）（連体形）	 122
あふぐ（仰）
アヲキ	 38
あまぢ（天路）
アマチ	 37
あまりに（余）
アマリニ	 7
あめつち（天地）
アメツチ	 76・81
あら（感嘆詞）→あらあら
アラ	 19・36・52・64・98
あらあら（感嘆詞）
アラく	 24
あらけなし（荒）
アラケナク	 98
あらし（嵐）
アラシ	 49
あらそふ（争）
アラソワ	 94
あらはる（現）
アラワレ	 90
あり（有）
アラ	 62・65
ア	 42
アル	 25・88・100・101
ありがたし（有難）
アリカタキ	 121
ありく（歩）
アリキ	 12
ありさま（有様）
アリサマ	 37
い
いかなる（如何）
イカナル	 6
いかなれば（如何）
イカナレハ	 92
いかに（如何）
イカニ	 103・110
いきとしいけるもの（生生者）
イキトシイケル　モノ	 78
いく（生）→いきとしいけるもの
いざ（感嘆詞）
イサ	 67・96
いせしま（伊勢志摩）
イセシマ	 83
いそがし（忙）
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イソカシキ	 23
いそぐ（急）
イソキ	 25・28
く（イソキ）	 28
いだす（出）→つくりいだす
いたはし（労）
イタワシ	 19・22
いたはしさ（労）
イタワシサ（右傍）	 22
いたる（至）
イタル	 79
いづ（出）→たちいづ
イテ（未然形）	 32
イテ（連用形）	 29
いづく（何処）
イツク	 44
いつしか（何時）
イツシカ	 37
いつせ（一世）
一セ	 46
いつたい（一体）→ごいつたい
いでたつ（出立）
イテタチ	 56
いとど（副詞）
イトヽ	 92
いのる（祈）→おんいのる
イノラ	 14
いふ（言）
イヽ	 43・75
イ□（欠損）	 81
いま（今）
イマ	 86・118
いまに（副詞）
イマニ	 89
いむやう（陰陽）
インヤウ	 77・85
いもせ（妹背）
イモセ	 49
いや（副詞）
イヤ	 114
いる（入）→おんいる・はしりいる・
　　　　　	わけいる
イラ	 53
イリ	 96
いる（入）（下二段）
イレ	 99
いるさ（入）
イルサ	 48
く（イルサ）	 48
う
う（助動詞）→やらう
ウ（ミセケチ）	 71
うきな（浮名）
ウキナ	 96
うきふね（浮舟）
ウキフネ	 26
く（ウキフネ）	 27
うきよ（憂世）
ウキヨ	 89
うく（受）
ウケ	 90
うず（助動詞）
ウス（ミセケチ）	 98
うすすあを（薄素襖）
ウスヽワウ（ミセケチ）	 62
うすびたたれ（薄直垂）
ウスヒタヽレ	 62
うたふ（歌）→まひうたふ
ウタワ	 70・71
ウタウ	 70
うち（内）
ウチ	 3・16
うつ（打）
ウタ	 118
ウチ	 113・115
うつつ（現）
ウツヽ	 40
うへ（上）→みのうへ
うみ（海）
ウミ	 75
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うみやま（海山）
ウミ山	 27
ウミヤマ	 76
うらむらさき（末紫）
ウラムラサキ	 62
うれし（嬉）
ウレシカリ	 119
ウレシ	 24
ウレシケレ	 122
く（ウレシケレ）	 122
え
えいかん（叡感）
エイカン	 89
えぼし（烏帽子）→をりえぼし
エホシ	 56・61
えをとこ（好男）→ささらえをとこ
えん（縁）
エン	 107
お
お（御）→すみのおころも
おうえいさむじふいちねん
（應永三十一年）
應永卅一年	 123
おく（奧）
ヲク	 48
おころも（御衣）→すみのおころも
おと（音）
ヲト	 49
おとろへ（衰）
ヲトロエ	 113
おなじ（同）
ヲナシ	 21・86・107
おのころじま（磤馭盧島）
ヲノコロシマ	 81
おひじり（御聖）
ヲヒシリ	 65
おふ（負）→なにしおふ
おほやしまのくに（大八洲国）
ヲヽヤシマノクニ	 82
おもな（面無）
ヲモナ	 36
おもはず（思）
ヲモワス	 120
おもひご（思子）
ヲモイコ	 120
おもひたつ（思立）
ヲモイタチ	 45
おもふ（思）
ヲモワ	 42
ヲモイ	 110・114
ヲモウ	 114
おもんみる（惟）
ヲモンミヨ	 86
おや（親）
ヲヤ	 41・42・118
おやこ（親子）
ヲヤコ	 93・117
おやこのちぎり（親子契）
ヲヤコノチキリ	 47
おやこのみち（親子道）
ヲヤコノミチ	 46
およそ（凡）
ヲヨソ	 82
おりやく（御利益）
ヲリヤク	 108
おんいのる（御祈）
御イノリ	 9・18
おんいる（御入）
御イリ	 17・20・21・24・25
おんこころ（御心）
御コヽロ	 6
おんこと（御事）
御事	 13・24
おんすがた（御姿）
御スカタ	 65
おんぢうしよ（御住所）
御ヂウシヨ	 20
おんちかひ（御誓）
御チカイ	 87・121
おんてら（御寺）
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御テラ	 10
おんな（御名）
御ナ	 105・115
おんなげく（御嘆）
御ナケキ	 7
おんひじり（御聖）
御ヒシリ	 103
おんみ（御身）
御ミ	 89
おんめぐみ（御恵）
御メクミ（墨消）	 87
おんやど（御宿）
御ヤト	 107
おんゆくへ（御行方）
御ユクエ	 7・18
おんゆくへ（御行方）
□□□エ（欠損）	 9
おんわたる（御渡）
御ワタリ	 5
か
か（助詞）→とかや・なにか
カ	 43・55
カ（右傍）	 53
が（助詞）→さむがねん
カ	 17・21・29・66・111
かい（界）→こむがうかい
かいがん（海岸）
カイカン	 84
かうや（高野）
カヤウ（ママ）	 1
カウヤ	 13・20・20・24・25・28
	 54・56・69・88・97
く（カウヤ）	 28・97
カウ（右傍）ヤウ（ミセケチ）	 106
かうやさん（高野山）
カウヤサン	 30・52・70・73・95
く（カウヤサン）	 73
かうやのやま（高野山）
カウヤノヤマ	 104
かうやひじり（高野聖）
カウヤヒシリ	 12
かかる（斯）
カヽル	 55・63
かかる（掛）→たちかかる
かくばかり（斯）
カクハカリ	 43
かげ（影）
カケ	 35
かさなる（重）
カサナル	 119
かし（助詞）→ぞかし
かず（数）→かずかず
かずかず（数々）
カスく	 39
かぜ（風）→こころのかぜ・はるかぜ
かたち（形）
カタチ	 75
かつら（桂）→つきのかつら
かつらをとこ（桂男）
カツラヲトコ（ミセケチ）	 40
かと（助詞）
カト	 110
かな（助詞）
カナ	 41
かなふ（叶）
カナワ	 101
カナウ	 58・99
かね（鐘）→てらのかね
かの（彼）
カノ	 82
かは（河）→こかは
かはつづく（川続）
カワツヽク	 49
かはる（変）
カワラ	 89
かふ（替）
カエ	 39
かへる（帰）
カエリ	 53・101
カエレ	 58・99
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かほばせ（顔）→はなのかほばせ
かみ（神）
カミ	 59・86
カミ（ミセケチ）	 81
カミ（右傍）	 81
かみよ（神代）
カミヨ	 76
かや（萱）→かるかや
かや（助詞）
カヤ	 25
かやうに（斯様）
カヤウニ	 100・111
かよふ（通）
カヨウ	 37
から（助詞）
カラ	 35
かるかや（刈萱）
カルカヤ	 96
かん（感）→えいかん
がん（岸）→かいがん
き
き（紀）
キ	 76
き（助動詞）
シ	 49・70・76・91・107・119
シ（ミセケチ）	 81
シ（右傍）	 81・85
きく（聞）
キヽ	 49
キク	 46・108・112
きく（利）→めきく
キカ	 64
きたる（来）
キタレ	 52
きぢ（紀路）
キチ	 50
きぬ（衣）
キヌ	 62
きのくに（紀国）
キノクニ	 25・27・83
きのせきもり（紀関守）
キノセキモリ	 47
きのふ（昨日）
キノウ	 69
ぎやう（行）→ごぎやう
きやうじん（狂人）
キヤウシン	 52
キヤウシン（右傍）	 105
きやうず（狂）
キヤウシ	 41
きやうらん（狂乱）
キヤウラン	 72・113
キヤウラン（ミセケチ）	 105
きり（霧）→くもきり
きる（着）
キ	 56・62
く
くだる（下）
クタレ	 100
くに（国）→あはぢのくに・おほやしま
のくに・きのくに・さぬきのくに
クニ	 16・77
くも（雲）→しらくも
くもきり（雲霧）
クモキリ	 92
くる（暮）
クレ	 101
くるし（苦）
クルシカラ	 36
クルシキ	 73・95
くるひ（狂）→ものぐるひ
くるひまふ（狂舞）
クルイマワ	 70
ぐわちじん（月神）
クワチジン	 84
け
けしき（気色）
ケシキ	 41
げに（実）
ケニ	 113・118・121
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げにげに（実実）
ケニく	 115
げにや（実）
ケニヤ	 41・46
けぶり（煙）→ゆふけぶり
けむ（助動詞）
ケン	 43
けり（助動詞）
ケリ	 28・51
く（ケリ）	 28・51
ケル	 110
ケレ	 119
けん（絹）→ちやうけん
こ
こ（子）→おもひご・おやこ・おやこの
ちぎり・おやこのみち・ひるこ
コ	 42・42
ごいつたい（御一体）
ゴ一タイ	 13
こかは（粉河）
コカワ	 69
ごぎやう（五行）
五キヤウ	 85
こくど（国土）
コクト（ミセケチ）	 80
こころ（心）→おんこころ・みこころ
こころのかぜ（心風）
心ノ⃝カセ	 40
ござさうらふ（御座候）
ゴザ候	 22
ごしやう（五障）
五シヤウ	 92
ごしようけん（御証見）
ゴセウケン	 91
ごぜん（御前）→ちちごぜん
こそ（助詞）→これこそ
コソ	 46・54・61・65・115・119・122
く（コソ）	 122
こと（言）→そらごと
こと（事）→おんこと・なにごと
事	 18・55・57・65・81・101・121
コト	 31・71・82・110・110
こととふ（言問）
コトヽイ	 47
ことに（殊）
コトニ	 75
この（此）
コノ	 10・12・16・21・29・30・65
	 75・103
このほど（此程）
コノホト	 30
このまま（此儘）
コノマヽ	 25
このよ（此世）
コノヨ	 3
こむがうかい（金剛界）
コンカウカイ	 90
こむにち（今日）
コン日	 32
ごらんず（御覧）
ゴランスル	 63
ゴランセヨ	 94
これ（此）
コレ	 12・14・16・29・50・52・86
	 94・98
これこそ（此）
コレコソ	 111
ころ（頃）
コロ	 20
ころも（衣）→あさのころも・すみの
　　　　　　	おころも・たびごろも
こゑ（声）
コエ	 49
さ
さ（然）
サ	 23
さ（接尾語）→いたはしさ・いるさ
さい（才）→さむさい
さいど（済度）→しゆじやうさいど
さうもく（草木）
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サウモク（ミセケチ）	 80
さうもくどしや（草木土砂）
サウモク　ドシヤ	 78
さうらふ（候）
候（連用形）	 31
さうらふ（候）（補助動詞）→ござさう
　　らふ
サフラワ（未然形）	 103
サフライ（連用形）	 7
サフラウ（終止形）	 5・10・18
候（終止形）	 7・12・12・13・17
	 20・29・30・32・32
サフラウ（連体形）	 4・17
候（連体形）	 9・13・15・21・23・24・52
サフラエ（已然形）	 54
候ヘ（命令形）	 53・55・102
さか（坂）→ふどうざか
さがのてんわう（嵯峨天皇）
サカノテンワウ	 89
さき（先）
サキ	 101
さぐ（下）
サケ	 60
ささらえをとこ（細好男）
サヽラエヲトコ（右傍）	 40
さす（指）
サシ	 27
さす（助動詞）
サセ	 44
さては（然）
サテワ	 24・25
さても（然）
サテモ	 5
さぬきのくに（讃岐国）
サヌキノクニ	 4・29・106
さま（様）→ありさま
サマ	 59・66
さむ（参）→にちさむ
さむがねん（三箇年）
三カネン	 29
さむさい（三才）
サンサイ	 77
さむしちにち（三七日）
三七日	 31
さむじふいちねん（三十一年）
　　　→おうえいさむじふいちねん
さも（然）
サモ	 60
さやうに（様）
サヤウニ	 114
さやけし（清）
サヤケキ	 35
さらば（然）→よしさらば
サラハ	 72
さりとては（連語）
サリテハ（ママ）	 109
さゑもん（左衛門）→	ただつのさゑも
ん
さを（棹）→みなれざを
し
し（師）→だいし
し（助詞）→いきとしいけるもの・
　　　　　	なにしおふ
じ（助動詞）
シ	 93・94・117・117
じ（寺）→ぜんづうじ
しか（助詞）→いつしか
しかる（叱）
シカリ	 118
しかるに（然）
シカルニ（ミセケチ）	 77
しかれば（然）
シカレハ	 80・88
した（下）
シタ	 116
じちう（寺中）
ジチウ	 98
しづむ（沈）→なきしづむ
して（助詞）
シテ	 78
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しのぎゆく（凌行）
シノキユク	 46
しばらく（暫）
シハラク	 86
じふはちにち（十八日）
→しやうぐわつじふはちにち
しま（島）→おのころじま
シマ	 82
しま（志摩）→いせしま
しむらまんざう（森羅万象）
シンラマンサウ（右傍）	 80
しも（下）
シモ	 60
しも（助動詞）
シマウ	 14・70
シマエ	 71
しやう（障）→ごしやう
しやうぐわつじふはちにち（正月十八
日）
正月十八日	 123
じやうらふ（上﨟）→ひめじやうらふ
しゆくす（宿）
シユクシ	 22
しゆじやうさいど（衆生済度）
シユジヤウサイド	 91
しようけん（証見）→ごしようけん
しよす（書）
書	 123
しよど（初度）→にんかいしよど
しらくも（白雲）
シラクモ	 44
しらす（知）
シラセ	 9
しらなみ（白波）
シラナミ	 27
しる（知）
シラ	 7・44・53・64・105・113・117
シリ	 54
シル	 73
しん（身）→にくしん
じん（人）→きやうじん
しんとく（神徳）
シントク	 80
す
す（助動詞）
セ（連用形）	 6・17・108・109
す（動詞）→きやうず・ごらんず・しゆ
くす・ぞうぢやうす・とんせいす
セ	 78
ず（助動詞）→おもはず
ス（連用形）	 7・115
ス（終止形）	42・64・64・64・80・96・103
く（ス）（終止形）	 64
ヌ	 36・42・44・53・53・54・61
	 62・63・70・73・74・78・89
	 95・101・101
く（ヌ）	 73
ネ	 106
すあを（素襖）→うすすあを
すがた（姿）→	おんすがた・をんなすが
た・をんなのすがた
スカタ	 33・55・56・63・94・105・111
すがりつく（縋付）
スカリツケ	 112
すぐ（過）
スキ	 119
すぢなし（筋無）
スチナキ	 57
すてびと（捨人）
ステ人	 6・17
ずは（連語）
スワ	 98・116・117
すみのおころも（墨御衣）
スミノ　ヲコロモ	 66
すむ（住）
スマ	 108
せ
せ（世）→いつせ
せ（背）→いもせ
ぜ（世）
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世	 １・123
せいぢよく（清濁）
セイヂヨク	 79
せうし（笑止）
セウシ	 98
せきもり（関守）→きのせきもり
ぜんづうじ（善通寺）
センヅウジ	 8
ゼンツウジ	 12
せんり（千里）
センリ	 41
そ
そ（助詞）
ソ	 57・114
ぞ（助詞）
ソ	 15・21・22・66
ぞうぢやうす（増長）
ゾウヂヤウシ	 79
ぞかし（助詞）
ソカシ	 82
そくぶつ（即仏）
ソクフツ	 88
そさのを（素盞嗚）
ソサノヲ	 84
ぞとよ（助詞）
ソトヨ	 23
その（其）
ソノ	 18・59
そふ（添）→つきそふ
そもそも（抑）
ソモく	 59
ソモく（左傍）	 77
ぞや（助詞）
ソヤ	 52
そらごと（虚言）
ソラコト	 43
それ（其）
ソレ	 75・94・113
ぞんず（存）
存	 32
た
だいし（大師）→だいじだいひ
大シ	 13・88
だいじだいし（大慈大師）　
大ジ　大ヒ	 121
だいじに（大事）
大ジニ	 14
だいにち（大日）
大ニチ	 90
たいはふ（大法）
タイハウ	 100
だう（堂）→ふどうだう
たうじ（当時）
タウジ	 105
たかし（高）
タカキ	 75
たかの（高野）
タカノ	 48
たかののやま（高野山）
タカノヽ山	 36・44
たかのやま（高野山）
タカノヤマ	 74
タカノ山	 121
たがひに（互）
タカイニ	 116
たかみ（高）
タカミ	 48
く（タカミ）	 48
たし（助動詞）
タク	 69
たしかに（確）
タシカニ	 107
ただつのさゑもん（多度津左衛門）
タヽツノサエモン	 1・16・111
ただつのさゑもんどの（多度津左衛門殿）
タヽツノサエモントノ	 4・19・106
たち（達）→によしやうたち
たちあがる（立上）
タチアカリ（重書）	 112
たちいづ（立出）
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タチ□テ（虫損）	 26
たちかかる（立掛）
タチカカリ（ミセケチ)	 112
たつ（立）→いでたつ・おもひたつ
タヽ	 96
タチ	 74
たつかゆみ（手束弓）
タツカユミ	 48
たつとし（尊）
タットキ	 65
たづぬ（尋）
タツネ（未然形）	 3・26・104・117
タツネ（連用形）	 45・117
たとへば（例）
タトエハ	 55
たに（谷）→れんげだに
たにみね（谷峰）
タニミネ	 93
だにも（助詞）
タニモ	 44・93
たね（種）
タネ	 79・85
たのむ（頼）
タノム	 38・108
たびごろも（旅衣）
タヒコロモ	 45
たぶ（賜）
タハ	 109
タヘ	 9
たまふ（給）（補助動詞）
タマワ	 44
タマイ	 6・17・91・115
タマウ	 87・108
給ヘ	 109
ため（為）
タメ	 12・104
たらちを（垂乳男）
タラチヲ	 3
く（タラチヲ）	 3
たり（助動詞）
タリ	 105
タル	 29・41・56・60
タレ	 110・115
たれ（誰）
タレ	 43
ち
ぢ（路）→あまぢ・きぢ・やまぢ
ぢうしよ（住所）→おんぢうしよ
ぢうす（住）
ヂウシ	 30
ちかし（近）
チカキ	 8
ちかひ（誓）→おんちかひ
チカイ	 92
ちからなし（力無）
チカラナキ	 100
ちぎり（契）→おやこのちぎり
ちち（父）
チヽ	 26・72・112・117・121
く（チ丶）	 122
ちちごぜん（父御前）
チヽゴゼン	 6・8・17
チヽゴセン	 25・104
ちとせ（千年）
チトセ	 42
ぢよく（濁）→せいぢよく
ちらす（散）
チラス	 40
ちりのよ（塵世）
チリノヨ	 87
つ
つ（助動詞）
ツル	 22・71・113・115・116
つかまつる（仕）
ツカマツリ	 31
つき（月）→ゆふづき
月	 48
く（月）	 48
つきそふ（付添）
ツキソイ	 9
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つきのかつら（月桂）
月ノカツラ	 35・39
つきひ（月日）
月日	 119
つきひとをとこ（月人男）
月ヒトヲトコ	 38
つきよみをとこ（月読男）
月ヨミヲトコ	 38
つく（着・付）→すがりつく・とりつく
ツキ	 51
く（ツキ）	 51
つくりいだす（造出）
ツクリイタス	 84
つくる（造）
ツクリ	 83
づだ（頭陀）
ヅダ	 12
つち（地）→あめつち
つつ（助詞）
ツヽ	 72・93・112
つづく（続）→かはつづく
つつむ（包）
ツ丶マ	 115
つひのみち（終道）
ツイノミチ	 74
つゑ（杖）
ツエ	 113・115・116・118
て
て（助詞）→とて・はじめて
テ	 7・8・9・10・13・17・20・22
	 27・30・31・38・39・42・45
	 47・50・54・55・56・62・70
	 77・79・90・96・99・105
	 109・120
（ヽテ）	 26
テ（左傍ミセケチ）	 81
で（助詞）
テ	 70・100・101・113
ても（助詞）
テモ	 118・118
てら（寺）→おんてら
てらのかね（寺鐘）
テラノカネ	 48
てんちにん（天地人）
テンチニン	 77
てんわう（天皇）→さがのてんわう
と
と（助詞）→	いきとしいけるもの・か
と・ぞとよ
ト	 3・6・9・16・17・19・24・32・38
	 40・44・46・61・70・73・75
	 78・81・82・84・90・107・108
	 108・112・113・114・117・120
く（ト）	 3
ト（右傍）	 45・63・81
ト（ミセケチ）	 81
ど（助詞）
ト	 41
ど（土）→こくど
とかや（助詞）
トカヤ	 28・77・80・85
く（トカヤ）	 28
とき（時）
トキ	 47
とく（疾）→とくとく
とく（徳）→しんとく
とくとく（疾疾）
トクく	 53・58・100・101
ところ（所）
トコロ	 35・53・54
どしや（土砂）→さうもくどしや
とせ（年）→ちとせ・みとせ
とて（助詞）→さりとては・なにとて
トテ	 26・88・92
とても（助詞）
トテモ	 94・96
とな（助詞）
トナ	 57
との（殿）→	ただつのさゑもんどの
とは（助詞）
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トワ	 43・53・54・59・74
とふ（問）→こととふ
とほし（遠）
トヲキ	 27
とほる（通）
トヲラ	 67・67
ども（助詞）
トモ	 42・106
とや（助詞）
トヤ	 94
とよ（助詞）
トヨ	 58・99・109・114
とんせいす（遁世）
トンセイシ	 20
な
な（助詞）→とな・やな
な（名）→うきな・おんな
ナ	 39
な（副詞）
ナ	 57・114
な（無）→おもな
なう（感嘆詞）→なうなう
ナウ	 24
なうなう（感嘆詞）
ナウく	 69・103
ながら（助詞）
ナカラ	 72・75
なげく（嘆）→おんなげく
ナケカ	 116
ナケク	 116
なさけ（情）
ナサケ	 78
なさけなし（情無）
ナサケナク	 100
ナサケナシ	 113
なし（無）→	すぢなし・ちからなし・な
さけなし
ナシ	 81
なす（成）
ナス	 80
なにか（何）
ナニカ	 36・73・87・95
なにごと（何事）
ナニ事	 14・14
なにしおふ（名負）
ナニシヲウ	 50
なにとて（何）
ナニトテ	 114
なのる（名乗）
ナノリ	 116
なみ（波）→しらなみ
なや（助詞）
ナヤ	 40
ならひ（慣）
ナライ	 43
ならびに（並）
ナラヒニ	 83
ならふ（慣）
ナライ	 74
なり（助動詞）→	あはれなり・いかな
る・ことに・ねんごろ
に・まことに
ナラ	 63・80
ナリ	 89・110
ナル	 92
ナレ	 111
なる（成）
ナラ	 6・17
ナリ	 55・105
ナリ（ミセケチ）	 81
ナリ（左傍ミセケチ）	 81
ナリ（右傍）	 81
ナル（右傍ミセケチ）	 81
ナレ	 111
なんによ（男女）
ナンニヨ	 75・78・85
に
に（助詞）→あまりに・いまに・かやう
に・しかるに・だいじに・たがひに・な
にしおふ
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ニ	 8・9・10・12・13・14・18・20
　　	 21・23・24・25・28・39・47
	 49・50・56・56・60・61・79
	 87・92・93・97・100・101
	 104・104・105・108
	 109・122
（ヽニ）	 21・30
ニ（ミセケチ）	 22
ニ（右傍）	 22・115
く（ニ）	 28・97・122
ニ（墨消）	 115
にくしん（肉身）
ニクシン	 88
にち（日）→だいにち
にちじん（日神）
ニチジン　	 84
につさむ（日参）
日サン	 31
にて（助詞）
ニテ	 5・12・13・16・20・29・52
	 101・103
ニテ（右傍）	 57
ニテ（重書）	 106
には（助詞）
ニワ	 55・62
にほひ（匂）
ニヲイ	 60
にも（助詞）
ニモ	 51
く（ニモ）	 51
にや（助詞）
ニヤ	 6
によ（女）→なんによ
によしやう（女性）
ニヨ（シ）ヤウ（欠損）	 14
によしやうたち（女性達）
ニヨシヤウタチ	 69
によにん（女人）
ニヨ（ニ）ン（欠損）	 53
ニヨニン	 92
にん（人）→てんちにん
にんかいしよど（人界初度）
ニンカイシヨド	 76
ぬ
ぬ（助動詞）
ナ（墨消）	 96
ニ	 51
く（ニ）	 51
ヌル	 45
ぬふ（縫）
ヌウ	 66
ね
ねん（年）→さむがねん
ねんごろに（懇）
ネンコロニ	 22
の
の（助詞）→あさのころも・あはぢのく
に・おほやしまのくに・おやこのちぎ
り・おやこのみち・かうやのやま・き
のくに・きのせきもり・こころのか
ぜ・さがのてんわう・ささのは・さぬ
きのくに・すみのおころも・たかのの
やま・たかのやま・ただつのさゑも
ん・ちりのよ・つきのかつら・つひの
みち・てらのかね・はなのかほばせ・
ひさかたの・まのあたり・みのうへ・
をんなのすがた・をんなのみ
ノ	 1・3・3・8・8・12・13・13・14
	 16・16・18・19・20・20・24・26
	 26・27・30・31・35・36・37・38
	 39・39・44・48・48・49・49・50
	 50・52・53・54・55・56・59・59
	 60・61・62・62・64・65・72・73
　　	 75・76・77・77・78・79・81・81
　　	 82・83・85・86・86・86・88・88
　　	 89・89・90・91・92・93・95・96
　　	 101・104・104・105・107・107
	 107・110・113・113・116・118
	 119・119・120・121
く（ノ）	 3・27・48・48・64・73
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（ヽノ）	 5・48
の（野）
ノ	 45
のぼる（上）
ノホラ	 74
のみ（助詞）
ノミ	 49
は
は（助詞）→	さては・さりとては・ずは・
とは・には
ワ	 4・12・13・14・16・19・25・29
　　	 35・36・42・47・53・54・63・65
	 69・73・76・94・95・98・99
	 101・103・105・106・107・110
ワ（ミセケチ）	 40
は（葉）→ささのは
ば（助詞）→いかなれば・たとへば
ハ	 23・52・54・65・110・112・118
ばう（坊）
ハウ	 21
はかま（袴）→ふぢばかま
ばかり（助詞）→かくばかり
ハカリ	 65
はじめて（始）
ハシメテ	 82
はしら（柱）→ふたはしら
はしりいる（走入）
ハシリイラ（ミセケチ）	 98
ハシリイル（右傍）	 98
はちす（蓮）
ハチス	 107
はな（花）
ハナ	 40
はなのかほばせ（花顔）
ハナノカヲハセ	 60
はふ（法）→たいはふ
ばや（助詞）
ハヤ	 32
はりみち（墾道）
ハリミチ	 67・67
はるあき（春秋）
ハルアキ	 119
はるかぜ（春風）
ハルカセ	 59
ばんぶつ（万物）
ハンフツ	 80
ひ
ひ（日）
日	 101
ひうが（日向）
ヒウカ	 83
ひかり（光）
ヒカリ	 40
ひさかたの（久方）
ヒサカタノ	 35
ひじり（聖）→	おひじり・おんひじり・
かうやひじり
ヒシリ	 29
ひたたれ（直垂）→うすびたたれ
ひと（人）→すてびと・つきひとをとこ
ヒト	 4・107
人	 16・19
ひとびと（人々）
ヒトく	 64
く（ヒトく）	 64
ひとりびめ（一人姫）
ヒトリヒメ	 5
ひめ（姫）→ひとりびめ
ひめじやうらふ（姫上﨟）
ヒメジヤウラウ	 16
ひらく（開）
ヒラケ	 76
ひるこ（蛭子）
ヒルコ	 84
ひろし（広）
ヒロキ	 91
ふ
ふ（経）
ヘ	 120
フレ	 42
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ふかし（深）
フカキ	 75
ふしぎ（不思議）
フシキ	 52・110・112
ふす（伏）→まるびふす
ふたはしら（二柱）
フタハシラ	 81
ふぢばかま（藤袴）
フチハカマ	 63
ぶつ（仏）→そくぶつ
ぶつ（物）→ばんぶつ
ふどうざか（不動坂）
フドウサカ	 31
フトウサカ	 50
く（フトウサカ）	 51
ふどうだう（不動堂）
フトウタウ	 31
ふね（舟）→うきふね
ふゆ（冬）
フユ	 19
へ
へ（方）→ゆくへ
エ	 31・53・54・57・67・67・69・98
へ（辺）→やまべ
べし（助動詞）
ヘシ（右傍）	 98
ヘキ	 57・61・88・114
へだつ（隔）
ヘタテ	 87・93
ほ
ほど（程）→このほど
ホト	 9・13・18・23・56・100・120
ホト（ミセケチ）	 22
ほとけ（仏）→みほとけ
ホトケ	 50・86
ほふし（法師）
ホウシ	 21
ま
まうす（申）
申サ	 98
申（連用形）	 85・107・109・115
申（連体形）	 16・19・55・57・82
まうす（申）（補助動詞）
申	 23
まこと（真）
マコト	 103
まことに（実）
マコトニ	 85・91
まじ（助動詞）
マシ	 58・99
まじはる（交）
マシワリ	 87
まします（坐）
マシマス	 104
また（又）
マタ	 32・106
まだ（未）
マタ	 61
または（又）
マタワ	 38
まづ（先）
マツ	 69
まづまづ（先先）
マツく	 71
まで（迄）
マテ	 79
マテ（ミセケチ）	 80
マテ（右傍）	 80
まのあたり（目）
マノアタリ	 90
まひうたふ（舞歌）
マイ	ウタイ	 72
まふ（舞）→くるひまふ
マウ（ミセケチ）	 71
まま（儘）→このまま
まゆ（眉）
マユ	 60
まゐらす（参）（補助動詞）
マイラセ	 9
まゐる（参）
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マイラ	 54・97
く（マイラ）	 97
マイリ	 8・10・13・69・105
マイル	 57
まんざう（万象）→しむらまんざう
み
み（接頭語）→みそら
み（接尾語）→たかみ
み（身）→おんみ・をんなのみ
ミ	 26・39・113
く（ミ）	 27
みこころ（御心）
ミコヽロ	 86
みす（見）
ミセ	 93
みそら（空）
ミソラ	 38
みだる（乱）
ミタレ	 96
みち（道）→おやこのみち・つひのみ
ち・はりみち
ミチ	 64・65・80
みとせ（三年）
ミトセ	 119
みな（皆）
ミナ	 86
みなれざを（水馴棹）
ミナレサヲ	 27
く（ミナレサヲ）	 27
みね（峰）→たにみね
みのうへ（身上）
ミノウエ	 110
みほとけ（御仏）
御ホトケ	 8
みみゆ（見見）
ミ丶エ	 120
みやび（雅）
ミヤヒ	 60
みゆ（見）→みみゆ
みる（見）→あひみる・おもんみる
ミ	 61・74
ミル	 61
ミレ	 52
む
む（助動詞）
ン	 3・26・36・67・67・74・97・104
ン（墨消）	 96
く（ン）	 97
むかし（昔）
ムカシ	 86
むらさき（紫）→うらむらさき
め
め（目）
メ	 64
めきく（目利）
メキ（カ）（欠損）	 64
く（メキカ）	 64
めぐみ（恵）→おんめぐみ
めぐり（巡）
メクリ	 3
く（メクリ）	 3
も
も（助詞）→さても・さも・だにも・て
も・とても・にも・よりも
モ	 7・32・37・37・49・64・64・78
　　	 82・88・91・94・96・103・113
	 116・121
モ（虫損）	 85
もく（木）→さうもく
もと（元）
モト	 106
もの（物）
モノ	 55
もの（者）→いきとしいけるもの
ものぐるひ（物狂）→をんなものぐるひ
モノクルイ	 1・103
ものを（助詞）
モノヲ	 108
もよひ（催）→あさもよひ
もる（漏）
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モレ	 78
もろともに（諸共）
モロトモニ	 73
や
や（助詞）→かや・げにや・ぞや・とか
や・とや・なや・にや・ばや・よしや
ヤ	 3・19・28・43・48・50・52
　　	 60・64・73・74・88・98・112
く（ヤ）	 3・64
やう（陽）→いむやう
やうに（様）→かやうに・さやうに
やしま（八洲）→おほやしまのくに
やすし（易）
ヤスキ	 65
やつ（八）
ヤツ	 93
やど（宿）→おんやど
やな（助詞）
ヤナ	 24・37・110
やなぎ（柳）
ヤナキ	 59
やま（山）→うみやま・かうやのやま・た
かののやま・たかのやま・をとこやま
ヤマ	 46
山	 48・75
く（ヤマ）	 48
やまぢ（山路）
山チ（ミセケチ）	 50
やまべ（山辺）
山ヘ（右傍）	 50
やらう（連語）
ヤラウ	 14
やらむ（連語）
ヤラン	 24・45・108
ゆ
ゆく（行）→しのぎゆく
ユカ	 36・70・73・95
く（ユカ）	 73
ユケ	 41
ゆくへ（行方）→おんゆくへ
ユクエ	 26・27・43・72
ゆふけぶり（夕煙）
ユウケフリ	 74
ゆふづき（夕月）
ユウ月	 37・39
ゆみ（弓）→たつかゆみ
ゆめ（努）→ゆめゆめ
ゆめゆめ（努々）
ユメく	 57
ゆゑ（故）
ユエ（右傍）	 115
ユエ	 116
よ
よ（助詞）→ぞとよ・とよ
ヨ	 24
よ（世）→うきよ・このよ・ちりのよ
ヨ	 6・17
よし（縦）
ヨシ	 96
よしさらば（然）
ヨシサラハ	 64
よしや（縦）
ヨシヤ（右傍）	 94
よそ（他所）
ヨソ	 110
よそほひ（粧）
ヨソヲイ	 61
よつ（四）
ヨツ	 83
よみ（読）→つきよみをとこ
よも（副詞）
ヨモ	 117・117
より（助詞）
ヨリ	 29・78・116
（ヽヨ）リ	 76
よりも（助詞）
ヨリモ	 112
よわし（弱）
ヨワキ	 59
ら
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ら（等）→われら
らむ（助動詞）→やらう・やらむ
らん（乱）→きやうらん
らんず（覧）→ごらんず
り
り（助動詞）→いきとしいけるもの
ル	 52・111
りやく（利益）→おりやく
る
る（助動詞）
レ（右傍）	 71
レ	 118
れ
れいむ（霊夢）
レイム	 30
れんげだに（蓮華谷）
レンケタニ	 21・30・108
わ
わが（我）
ワカ	 72
わかつ（分）
ワカツ	 85
わかる（別）→あひわかる
わけ（分）
ワケ	 45
わけいる（分入）
ワケイリ	 50
わする（忘）
ワスレ	 42
わたる（渡）→おんわたる
ワタリ	 4
わらは（妾）
ワラワ	 9
われら（我等）
ワレラ	 66
を
を（男）→たらちを
を（助詞）→きくものを
ヲ	 3・6・7・17・18・26・26・27
	 31・39・39・40・41・42・42
	 42・43・44・45・45・46・52
	 55・56・60・61・63・71・72
	 80・83・84・85・90・93・93
	 104・107・115・120
く（ヲ）	 27
をかし（可笑）
ヲカシキ	 55
をしふ（教）
ヲシエ	 22
をとこ（男）→	かつらをとこ・つきひと
をとこ
ヲトコ	 36・54・56・63・73・95・104
をとこやま（男山）
ヲトコ山	 35
をととし（一昨年）
ヲトヽシ	 19
をば（助詞）
ヲハ	 21
をも（助詞）
ヲモ	 117
をんな（女）
ヲンナ	 36・54・61・70・73・95
女	 52
く（ヲンナ）	 73
をんなすがた（女姿）
ヲンナスカタ	 63
ヲンナスカカタ（右傍）	 61
をんなのすがた（女姿）
ヲンナノスカタ	 59
をんなのみ（女身）
ヲンナノミ	 57
□□□□□（欠損）
注記語彙索引
あげ（上）
上	 48・75・88・96
いつせい（一斉）
一セイ	 39・74
いる（入）
入	 3・26・28・36・39・41・44・46
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	 49・51・60・64・66・74・76
	 77・84・88・89・93・95・121
うたう（　）	 26・64
うたうげ（　下）　
　　下	 46・107
うたうどうおむ（　同音）
同音	 118
うつ（打）
ウツ	 99
かうやひじり（高野聖）
カウヤヒシリ	 19
かざをり（風折）
カサヲリ	 33
くせまい（曲舞）
クセマイ	 81
くどき（口説）→をんなふたりくどき
くる
クル（重書）	 76
クル	 94
げ（下）
下	 7・35・35・41・42・43・43
	 46・49・50・59・66・66・77
	 77・78・82・94・94・106・113
ことば（言葉）
コトハ	 72
ささのは（笹葉）
サヽノハ	 34
さしこえ（指声）
サシコエ	 41
さしごと（指事）
サシコト	 4
サシ事	 35・77
しか（然）
シカ	 23
く（シカ）	 23・23
しだい（次第）
次第	 3
シ大	 73
しで（四手）
シテ	 34
しをる（萎）
シヲル	 50
ちやうけん（長絹）
チヤウケン	 33
ツケ	 34
て（助詞）
テ	 34・99
て（手）→しで
と（母）→めのと
どう（同）
同	 25
とりつく（取付）
トリツキ	 99
なきしづむ（泣沈）
ナキ　シツム	 99
なり（助動詞）
ナル	 33
に（助詞）
ニ	 33・34
にのく
ニノク	 40
の（助詞）
ノ	 33
のぶ（延）
延	 49・88・94
は（助詞）
ワ	 2・2・33・33
はる
ハル	 27・35・49・73・76・94・105
ひ（姫）
ヒ	 62・63
ひとり（一人）
ヒトリ	 2・2
ひめ（姫）
ヒメ	 2・25・33・37・39・60・61・72
	 99・99・112・114
ふたり（二人）→をんなふたりくどき
二人	 2
ふる
フル（重ネ書）	 76
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べし（助動詞）
ヘシ	 33・34・99・99・99
ほふし（法師）
ホウシ	 55・113・115
ほふしことば（法師言葉）
ホウシコトハ	 29・52・98・110
まるびふす（転伏）
マルヒフス	 99
め（乳）
メ	 61・63
め（姫）
メ	 62
めのと（乳母）
メノト	 2・4・24・33・35・38・39・59
	 60・72・99
□ノト（欠損）	 16
ヒノト（ママ）	 54
も（助詞）
モ	 99
もつ
モツ（右傍）	 27
モツ	 36・47・65・82・83・94
モヲ（重ネ書）ツ	 66
モツ（重ネ書）	 66
もつ（持）
モツ	 34
を（助詞）
ヲ	 99
をかし
ヲカシ	 11・68
をり（折）→かざをり
をりえぼし（折烏帽子）
ヲリエホシ	 33
をんな（女）
女	 2
をんなふたりくどき（女二人口説）
女二人クトキ	 103
をんなものぐるひ（女物狂）
女モノクルイ	 33
□（欠損）
□（墨消）	 27
丶丶丶丶	 74
（かねこ　あきら　本学教授・
とみた　ちはる　博士前期課程在籍）
